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企 画 情 報 部 
 
 企画情報部は、総務担当及び企画担当により組織されており、総務担当は、庶務業務や予算経理、庁舎管理､

職員の安全衛生等の業務を行った。 
 また、企画担当は、企画運営全般にわたる連絡調整､研究業務に関する企画調整、情報システムの整備・運用や

ホームページ・広報誌等による情報発信、施設見学等の受入れ、センターの公開行事等を通じた普及啓発などの

業務を行った。 
 
＜総務担当＞ 
１ 庶  務     人事管理事務、臨時職員等の任用、文書管理等 
２ 予算経理     収入・支出事務等 
３ 庁舎管理     防火管理、各種保守管理、公用車管理等 
４ 職員の安全衛生  職員衛生委員会の開催等 
５ そ の 他     他部に属さない事項 
 
＜企画担当＞ 
１ 企画調整 

(1) 企画運営体制の整備・運用 
   センターの企画運営に関する基本方針等を定めた「岩手県環境保健研究センター企画運営要綱」に基づき、

企画運営全般、研究課題の設定・評価の実施等に関する必要な運営規程等に従い、関係機関との協議・連絡

体制を整え、的確な運用に努めた。 
   センター業務の基本方針や重要事項の検討・協議等については、本庁関係部（環境生活部・保健福祉部）

と調整を図った。 
(2) 研究業務の企画調整 

   センターにおける今後の環境と保健に関する研究推進の目標・方向性等を定めた「岩手県環境保健研究セ

ンター研究推進基本構想」、センターにおける研究課題の設定・事前審査等について定めた「研究推進実施

要領」等に従い、研究計画を作成した。 
(3) 研究評価 

   効果的・効率的な試験研究の推進を図るため、「岩手県環境保健研究センター機関評価及び研究評価実施要

領」に基づき、外部の専門家・有識者等で構成する評価委員会を開催し、研究評価を実施した。 
研究評価の評価対象は、中間評価１題であった。 
 

２ 情報管理 
センター及び保健所等関係機関が環境・保健に関する各種業務で使用している「環境保健総合情報システム」

を活用し、公開可能な情報についてセンターホームページに掲載し、周知を図った。 
 
３ 普及啓発 
  当センターが担っている県の保健・環境に関する科学的・技術的中核機関としての役割や業務について、効

果的な方法を組み合わせて分かりやすい情報発信に努め、保健や環境について広く県民の理解を深めることを

目的として、普及啓発を行った。 

第２章 業務の概要 
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 (1) 施設の公開行事 
   施設の公開行事として、「ኟఇみᏊどࡶㅮᗙ」及び「୍般公開」を行った。 
 㸟㹼࠺ㅮᗙ  㹼実験で୙ᛮ議なୡ⏺を体験しよࡶኟఇみᏊど ࢔  
    ኟఇみ中のᑠ学�ᖺ生及び�ᖺ生を対象に、環境や保健に対する⯆࿡をႏ㉳するため、ኟఇみᏊどࡶㅮ

ᗙを開催した。 
「実験で୙ᛮ議なୡ⏺を体験しよ࠺㸟」として、� つの㑅ᢥテー࣐をᥦ♧し、テーࡈ࣐とにࣝࢢーࣉに

分かれて実験を行った。 
    開催᪥㸸ᖹ成3�ᖺ 7᭶27᪥（㔠） ཧຍ者㸸49  ྡ
 ࣐㑅ᢥテー ۑ    
     ձ 㹂㹌㸿のྲྀり出しにᣮᡓ㸟㹼㌟㏆な㣗࡭≀かࡽ㹂㹌㸿（㑇ఏᏊ）をྲྀり出࠺ࡑ㹼 
     ղ できるかな㸽Ⰽ分けにࣞࣕࢳンジ� 㹼㣗࡭≀の╔Ⰽᩱについて、ᴦしく実験しよ࠺㹼 
     ճ ሷとịの࢚࢖ࢧンス 㹼෭෾ᗜを使わないで、手作り࢖࢔スを作ってみよ࠺㹼 

     մ ࢼ࢖࣐ス1��Υのୡ⏺を体験しよ࠺㸟 㹼いࢁいࢁなࡶのをᾮ体❅⣲で෾ࡽせてみよ࠺㹼 
յ ࢡ࣑ࣝってすࡈい㸟㹼おいしいࢳーࢬ㸤ࣂターを作ってみよ࠺㹼 

 般公開୍ ࢖  
    当センターの業務及び研究ෆᐜについて広く周知するため、୍般公開を開催した。 
    開催᪥㸸ᖹ成30ᖺ10᭶㸴᪥（ᅵ） ᮶㤋者㸸419  ྡ

 ࢺン࣋࢖各部業務⤂௓ ۑ    
     ձ 健ᗣはẖ᪥の⩦័かࡽ（ṇしい手Ὑいでឤᰁ⑕を予防しよ࠺㸟、⬻༞中を予防しよ࠺㸟、ῶሷ等か

 （ームにᣮᡓࢤࢦンࣅ的当て、ࢺン࢖࣏ጞめる⬻༞中予防のࡽ
     ղ ་⸆ရと㣗ရの安全安ᚰに向けて（実₇㸟くすりの⁐け方をみてみよ࠺㸟、くすりの㇋知識ࢬ࢖ࢡ

にࣞࣕࢳンジ㸟、㣗の安全安ᚰを守るために㸟） 
     ճ いわてのྡỈとỈ環境（いわてのྡỈとỈ環境を知࠺ࢁ 㹼いࢁいࢁなỈの฼きỈを試してみよ࠺

㹼、㔮りࢤーム 㹼きれいなỈにはどࢇな生き≀がすࢇでいるか᥈してみよ࠺㸟㹼） 
     մ いわての኱Ẽと⮬↛（ⴠࡕⴥで作࠺ࢁ㸟ࣕࢳ࢖ࢿーࢺࣇࣛࢡ体験、኱Ẽやᨺᑕ能のほ 方法を知ࢁ

 （のᙳ㡪は㸽࡬㸟、ᆅ⌫ ᬮ໬による⺅の生ᜥ≧ἣ࠺ࢁ㸟、いわての⮬↛環境の㨩ຊにせま࠺
     յ 分けると見える㸟わかる㸟㸟いࢁいࢁなこと㸟㸟㸟Ỉ㉁・㣗ရ検査の௙組みを知࠺ࢁ㹼（ࢺ࣐ࣟࢡ

ーで࢕ࣇࣛࢢࢺ࣐ࣟࢡーࣃ㸟、ペー࠺にᣮᡓしよࢺー࢔ࢺ࣐ࣟࢡ、㸽࠺ࢁࡔࢇーってな࢕ࣇࣛࢢ

ⱁ術の⛅をᴦし࠺ࡶ、なりきり研究員ࢺ࢛ࣇスࡶࢺࢵ࣏あるよ㸟） 
     ն ୗỈ㐨・ί໬ᵴࢥーࢼー（環境を守るୗỈ㐨・ί໬ᵴの役割を みて・さわって・かいで෌発見㸟

協ຊ㸸（公㈈）岩手県ୗỈ㐨公♫�、（公♫）岩手県ί໬ᵴ協会） 
     շ 環境保健研究センターの⛎ᐦ（どࢇな௙事をやっているの㸽、環境保健研究センターの役割は㸽、

୺な調査研究を⤂௓します） 
ո 施設ෆ見学࢔ࢶー 㹼環保研センターってどࢇなとこࢁ㸽㹼（いわての「環境」と「健ᗣ」を守る

研究の成果を⤂௓します） 
(2) 施設見学 

当センターでは㝶時ᕼᮃ者の見学を受け入れており、ᖹ成3�ᖺᗘにおける施設見学者は、ᘏ12࡭ᅇ1��
ྡであった。 
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 ཧຍ等による普及啓発ࢺン࣋࢖ (3)
ձ 環境学⩦஺ὶセンター࡬の情報ᥦ౪ 

環境学⩦஺ὶセンターが発行する「いわて環境情報ᯈ」࡬、当センターかࡽの情報ᥦ౪として、ẖ᭶グ

事のᥦ౪を行った。 
ղ「いわてまるࡈと科学㤋」࡬の出ᒎ 

いわて県民情報஺ὶセンター（࢖࢔ーࢼ）で開催された「㹼࢖࢔ーࢼスペシࣕࣝ㹼 いわてまるࡈと科学

㤋」（+3����1�（᭶・⚃））の県ෆ研究機関等による研究成果ᒎ♧ࢥーࢼーに、㹎㹋2��やࢽ、࣐ࢢ࣡ࣀ࢟ࢶ

ホンジ࢝に関するᒎ♧を行った。 
ճ「いわて ᬮ໬防Ṇ࢔࢙ࣇ」࡬の出ᒎ 

、に出ᒎし（㹼1�（᪥）（ᅵ）3��1��13+）「࢔࢙ࣇいわて ᬮ໬防Ṇ」ンࣔーࣝ┒ᒸで開催された࢜࢖

஧㓟໬Ⅳ⣲を体ឤする実験やࢺࣄスジシ࣐࢝のᒎ♧を行った。 
(�) ホームページによる情報ᥦ౪ 

岩手県がホームページの運用で全庁的にᑟ入しているࢥンテンࢿ࣐ࢶジ࣓ンࢺシステム（㹁㹋㹑）により、

環境・保健情報の発信の඘実及び分かりやすいࢹータの公開に努めるなど、ホームページによる情報ᥦ౪の

඘実ᙉ໬を図った。 
(�) 広報誌「環保研⪺㘓㹼,�5,(3 -RXUQDO㹼」の発行 

当センターの情報発信ࢶーࣝとして広報誌「環保研⪺㘓㹼,�5,(3 -RXUQDO㹼」の発行をした。෗┿や図を

用いるなどして広く県民にఏえることができるよ࠺に努めた。ᖹ成3�ᖺᗘは計㸲ᅇ発行した。 
(�) 広報誌「環境保健ࢡࢵࣆࢺ」の発行 

当センターの研究成果やྲྀ組等をよりヲしくタ࢖ムࣜーに公⾲するため、広報ࢶーࣝ「環境保健研究ࣆࢺ

。及び環境保健研究分㔝に関ᚰがある県民等に向けたෆᐜとなっている࣑ࢥス࣐・を発行した。研究者「ࢡࢵ

ᖹ成3�ᖺᗘは計㸰ᅇ発行した。 
 

４ 職員の㈨㉁ྥ  ୖ
  業務の㐙行に㈨する情報をはじめとして、ከ方㠃の情報を基に、所㛗௨ୗ全職員がཧຍしたព見஺᥮を通じ

て、組織の果たす࡭き役割࡬の理解を深めるととࡶに、職員ಶࠎの能ຊ開発及び組織能ຊの向ୖを図るため、

「,�5,(3ͤセࢼ࣑ー」を開催した࡯か、研究支᥼の୍環として、研究員向けに⤫計学研ಟを実施した。 
  また、職員の有する環境・保健分㔝の専門知識及び検査技術をさࡽに向ୖさせるため、各種研ಟ会等࡬の職

員ὴ㐵を行った。 
ᖹ成3�ᖺᗘ ۑ    ,�5,(3セࢼ࣑ーのᴫ要 
    開催ᅇᩘ㸸12ᅇ   発⾲題ᩘ㸸22題 
    ෆᐜ㸸各所員かࡽの業務ㄝ᫂・発⾲、外部ㅮᖌによる研ಟ 
 

,ͤ�5,(3㸸岩手県環境保健研究センターのⱥ文⾲グ ,͇ZDWH 3UHIHFWXUDO 5HVHDUFK ,QVWLWXWH IRU (QYLURQPHQWDO 
6FLHQFHV DQG 3XEOLF +HDOWK 

ア

イ

ウ
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保 健 科 学 部 

１ 平成30年度の動向 

  保健科学部の微生物分野では、感染症や食中毒（ウイルス）に関連した試験・検査及び調査研究を実施し

た。また、地方感染症情報センターとして、感染症情報の収集･解析･提供を行った。 

地域保健担当分野では、健康づくり推進のための情報収集・データ解析、県民への情報提供等を実施した。

また、地域保健従事者等の人材育成のための研修会を開催した。 

２ 行政検査 

健康危機管理対応のための県内各保健所からの依頼を中心に、感染症又は食中毒集団発生に係る検査420件、

感染症発生動向調査に係る検査569件、感染症の原因調査に係る検査226件、感染症流行予測調査に係る検査80

件、結核QFT検査371件、HIV抗体検査３件を実施した。

(1) 感染症、食中毒等の健康危機管理対応に係る検査

食中毒や感染症の健康危機管理対応に係る検査として420件(ウイルス420件)の検査を実施した。病因物質

別内訳は、ノロウイルス等の胃腸炎ウイルス417件、インフルエンザ等の呼吸器ウイルス ３件であった。 

(2) 感染症発生動向調査に係る検査（感染症法第14条関係）

感染症に係る∛ේ૕の流行状況を把握するため、病原体定点医療機関により患者から採取され、当セン

ターに搬入された⥃ᐥᬌ૕569件（インフルエンザ65件、流行性角結膜炎54件、感染性胃腸炎74件、手足

口病38件、A群溶血性レンサ球菌咽頭炎25件、伝染性紅斑18件、流行性耳下腺炎13件等）について、ウイ

ルス検査544件、細菌検査25件を実施した。

(3) 感染症の原因調査に係る試験検査（感染症法第15条関係）

感染症の発生予防又は発生状況、動向、原因を明らかにする目的で、ウイルス・細菌等に係る各種検査

を計226件実施した。内訳は、2類感染症：結核遺伝子検査31件、3類感染症：65件(腸管出血性大腸菌症

65件）、４類感染症：52件（レジオネラ症27件、E型肝炎14件、A型肝炎8件、ジカ熱等蚊媒介感染症3

件）、5類感染症：78件（麻しん・風しん72件、咽頭結膜熱５件、手足口病１件）であった。 

(4) 感染症流行予測調査

予防接種事業の効果的な運用のため長期的に感染症の流行を予測する「感染症流行予測調査」の「ポリ

オ感染源調査」として、環境水80件についてウイルス分離試験を実施した。 

(5) 結核QFT検査（感染症法第17条関係）

家庭や職場等で結核患者と接触があった者等を対象に、結核感染の有無を把握するため、血液を検体に

結核菌への免疫反応を測定する「インターフェロン－γ測定試薬検査」（QFT検査）を371件実施した。

(6) HIV（エイズウイルス）抗原および抗体検査

世界エイズデーを中心とした保健所（中部）主催の啓発事業等に協力し、休日における血中HIV（エイズ

ウイルス）抗体の即日検査を３件実施した。 

３ 受託検査 

  保健所設置市である盛岡市との委託契約に基づき、計172件延べ745項目（胃腸炎ウイルス97件、麻しん・風

しんウイルス24件、急性弛緩性麻痺関連ウイルス16件、インフルエンザ等呼吸器ウイルス15件、肝炎ウイルス

11件、急性脳炎関連ウイルス７件、レジオネラ属菌２件）について検査を実施した。 
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㸲 ᒾᡭ┴ឤᰁ⑕᝟ሗ࣮ࢱࣥࢭのᴗ  ົ

感染症の発生予防、まん延防Ṇに㈨するため、ᒾ手県感染症発生動向調査事業実施せ⥘に基づき、当研究

センター内に「ᒾ手県感染症情報センター」を設置し、感染症情報の収集、報࿌、㑏ඖを行っている。 

県民に対しては、ᒾ手日報⣬ୖ及び当研究センターの࣍ー࣒࣌ージに感染症発生動向調査結果のᴫせをẖ

㐌ᥖ㍕している࡯か、「ᒾ手県感染症㐌報」及び「ᒾ手県感染症᭶報」の発行、࣓ール࣐࢞ジン「ᒾ手県感

染症情報ウ࢕ーࢡリー࣐࢞ジン」の㓄ಙな࡝、感染症に関する情報サーࣅスの向ୖにດめている。 

また、ᖹ成30ᖺᗘは、ᒾ手県感染症発生動向委ဨ会をḟのとおり開催した。 

第1ᅇ H30.12.3 「感染症発生動向調査の解析ホ౯について」 環境保健研究センター ᑠ会㆟ᐊ 

第2ᅇ H31.3.4  「感染症発生動向調査の解析ホ౯について」 環境保健研究センター ᑠ会㆟ᐊ 

㸳 ᒾᡭ┴ឤᰁ⑕検査ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ఍㆟஦ົᒁのᴗ  ົ

ᒾ手県感染症検査ネ࣡ࢺࢵーࢡ会㆟は、ᮏ県における感染症の検査において、医療機関の検査部㛛、民㛫

検査機関、動物⏤᮶感染症担当部㛛୪びに当研究センター等が┦஫に連ᦠする体ไをᩚഛするととࡶに、検

査ᢏ⾡と⢭ᗘ管理の向ୖ及び感染症対⟇に係る▱㆑の向ୖをᅗるࡇとを目的にά動を行っている。 

ᖹ成30ᖺᗘは、ᒾ手県感染症検査ネ࣡ࢺࢵーࢡ研修会をḟのとおり開催した。 

第１ᅇ研修会（ᖹ成30ᖺ12᭶１日開催、ཧຍ者51ྡ ） 環境保健研究センター 大会㆟ᐊ 

情報提供 「᭱㏆の感染症発生動向について」 

 ス「AMR対⟇」ࢡࢵࣆࢺ

「⾨生研究所の取⤌㹼≉定ࢡローンCTX-M-15を⏘生する血Ύ型O25:H4 ST131 E.coli について」 

「⋇医㡿域の取⤌㹼㇜の心内膜炎から分離されたStreptococcus suis について」 

 ࣒ンポジウࢩ

「検査ᢏᖌからぢたICTのᙺ๭とㄢ㢟」 

「ICTにཧຍして分かったࡇと」 

「中ᑠ病㝔のICTά動にᮃࡶࡴの」 

≉別ㅮ₇ 「⚾が⪃࠼る抗菌薬㐺ṇとは」 

第２ᅇ研修会（ᖹ成31ᖺ３᭶２日開催、ཧຍ者24ྡ ） 環境保健研究センター 大会㆟ᐊ、研修ᐊ௚ 

情報提供 「᭱㏆の感染症発生動向について」 

実⩦   「検体別ࢢラ࣒染Ⰽࢩリーズࠗࡑの場で⪺けるࢢラ࣒染Ⰽほᐹのࢶࢥ（ᒀ㊰）࠘」 

 「－ース－ᶆᮏのసり方、染Ⰽ法、ほᐹのしかたࢥ⩦染Ⰽ実࣒ラࢢ」   ース１ࢥ

染Ⰽീや細菌検査をඖに࣒ラࢢ－染Ⰽをά用した症౛検ウ(ᒀ㊰)࣒ラࢢ」   ース２ࢥ

した἞療⤒㐣－」 

㸴 ᆅᇦ保健 

(1) 保健情報の有効ά用・情報㑏ඖ

࢔ いࢃて健康データウェࣁ࢔ウス事業

いࢃて健康データウェࣁ࢔ウスは、ᮏ県の生ά⩦័病対⟇の඘実ᙉ໬に㈨するため「健デ、生ά⩦័

データ」、「人口動ែ⤫計」、「医療㈝データ」等を୍ඖ的に集約・解析し、結果を県施⟇や医療保㝤

者、市⏫ᮧ、ᩍ育⌧場等に㑏ඖするためにᵓ⠏されたࢩス࣒ࢸで、ᖹ成30ᖺᗘはḟのとおり事業を実施し

た。 
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ձ 学ᰯ㡿域、市⏫ᮧ㡿域における定期健デ・生ά⩦័データや医療保㝤者から≉定健デ・≉定保健ᣦᑟ

データを収集し、協力機関、関係機関へ解析データの㑏ඖを行った。 

    ղ 県民健康データ࿘▱㑏ඖ事業として、各保健所等が開催する保健関係職ဨ等の研修会において、地域

別集計・分析結果のㄝ明を行い、地域の健康ㄢ㢟についての情報提供を行った࡯か（10ᅇ）、保健所や

市⏫ᮧ･学ᰯ等関係機関からのせᮃに応ࡌ、㝶᫬、集計結果の提供を行った。（52ᅇ） 

ճ 環境保健⥲ྜ情報ࢩス࣒ࢸ（ከḟඖ分析ࢩス࣒ࢸ）における「人口動ែ」、「健デ・生ά⩦័」等の

     ⤫計情報の᭦᪂を行った。 

մ 保健科学部の࣍ー࣒࣌ージ「保健情報のᗈ場」により、市⏫ᮧ等関係機関がᚲせな⤫計を㝶᫬㜀ぴで 

きるよ࠺情報の᭦᪂を行った。 

 

㸺県民健康データ࿘▱㑏ඖ事業「地域別結果ㄝ明会」等㸼 

θ ᖺ᭶日 開催場所 対象及びᨭ᥼内ᐜ 人ᩘ 

1 
ᖹ成 30 ᖺ 

㸴᭶ 1 日 

環保研セン

ター 

 ⩦盛岡大学ᰤ㣴科学部 ⮫地実ࠐ

いࢃて健康データウェࣁ࢔ウスのᴫせと地域保健の⌧状と

ㄢ㢟 

 60 ྡ 

２ 
ᖹ成 30 ᖺ 

㸴᭶ 22 日 

環保研セン

ター 

 ṑ科医ᖌ⮫ᗋ研修対応ࠐ

「いࢃての健康」の⌧状とㄢ㢟㹼健康データウェࣁ࢔ウ

スからぢ࠼てくるࡇと㹼 

6 ྡ  

３ 
ᖹ成 30 ᖺ 

７᭶２日 

サンセール

盛岡 

ᖹ成ࠐ 30 ᖺᗘᒾ手県㧗等学ᰯᩍ育研究会学ᰯ保健部

会・ᒾ手県学ᰯ保健会㧗等学ᰯ部会研究大会 

生ά⩦័病予防ᨭ᥼ࢩス࣒ࢸからぢたᒾ手県のඣ❺生ᚐ

の⌧状とㄢ㢟 

200 ྡ 

４ 
ᖹ成 30 ᖺ 

７᭶ 18 日 

環保研セン

ター 

                 ⩦盛岡┳ㆤ医療大学ᰯබ⾗⾨生学実ࠐ

いࢃて健康データウェࣁ࢔ウスのᴫせと地域保健の⌧状

とㄢ㢟 

39 ྡ  

５ 
ᖹ成 30 ᖺ 

㸶᭶ 20 日 

(஧ᡞ市ࢩ

センࢡࢵࣅ

ター) 

 研究஧ᡞ地域健康ㅮ₇会（㈨ᩱ提供）ࢺー࣍ࢥከ目的ࠐ

≉定健デデータからぢた஧ᡞ地域の生ά⩦័・健康ㄢ㢟

について 

－ 

㸴 
ᖹ成 30 ᖺ 

㸷᭶５日 
Ἠ㔠ࣅル 

 ᒾ手県⿕⅏地健康ᨭ᥼事業運Ⴀ協㆟会ࠐ

⿕⅏者等健康状ែ分析事業における≉定健デ実施結果に

ついて 

22 ྡ 

７ 
ᖹ成 30 ᖺ 

㸷᭶ 14 日 
ᅜ保会㤋 

ᖹ成ࠐ 30 ᖺᗘ（第 40 ᅇ）市⏫ᮧ保健推進委ဨ等研修会 

データからぢるᒾ手県の健康ㄢ㢟  
113 ྡ  

㸶 
ᖹ成 30 ᖺ 

10 ᭶ 19 日 

環保研セン

ター 

 ṑ科医ᖌ⮫ᗋ研修対応ࠐ

「いࢃての健康」の⌧状とㄢ㢟㹼健康データウェࣁ࢔ウ

スからぢ࠼てくるࡇと㹼 

㸶ྡ  

㸷 
ᖹ成 30 ᖺ

10 ᭶ 24 日 

環保研セン

ター 

 ṑ科医ᖌ⮫ᗋ研修対応ࠐ

「いࢃての健康」の⌧状とㄢ㢟㹼健康データウェࣁ࢔ウ

スからぢ࠼てくるࡇと㹼 

７ྡ 

10 
ᖹ成 31 ᖺ 

２᭶㸶日 
㍍⡿⏫ 

           ㍍⡿⏫食育推進計⏬⟇定委ဨ会ࠐ

いࢃて健康データウェࣁ࢔ウスのデータからぢる㍍⡿⏫

の健康 

16 ྡ  

   

 

イ いࢃて健康データウェࣁ࢔ウス健康ㄢ㢟ホ౯委ဨ会（１ᅇ） 

     いࢃて健康データウェࣁ࢔ウスでᚓられたデータについての解析ホ౯及び保健事業への有効かつ㐺ษな

情報提供のあり方について検ウするため、健康ㄢ㢟ホ౯委ဨ会をḟのとおり開催した。 

16



 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) ⿕⅏地健康ᨭ᥼事業の実施 

 ᒾ手県⿕⅏地健康ᨭ᥼事業運Ⴀ協㆟会出ᖍ୪びに⿕⅏者等健康状ែ分析結果の報࿌ ࢔

イ ⿕⅏者等健康状ែ分析事業 

  ᮾ日ᮏ大㟈⅏ὠἼᚋの⿕⅏者等の健康状ែについて、᪩期に把握しᚲせなᨭ᥼へつなࡆるため、ᖹ成30

ᖺᗘἢᓊ12市⏫ᮧᅜ保が実施した≉定健康デ査結果（බ┈㈈団法人ᒾ手県予防医学協会実施分）の分析

を行い、市⏫ᮧへ㑏ඖした。 

 

(3) 「≉定健デ・≉定保健ᣦᑟ」従事者研修の実施 

   ᖹ成20ᖺᗘから実施された「≉定健デ・≉定保健ᣦᑟ事業」が෇⁥に推進されるよ࠺、従事者研修会をḟ

のとおり開催した。 

㸺≉定健デ・≉定保健ᣦᑟ従事者研修会開催状況㸼 

 

第14ᅇ委ဨ会（ᖹ成31ᖺ３᭶７日開催、環境保健研究センター研修ᐊ） 

Ӑ内ᐜӑ ・ᖹ成29ᖺᗘዷ፬の生ά⩦័࢔ンࢣーࢺ 

・ᖹ成28、29ᖺᗘஙᗂඣ健デ情報ࢩス࣒ࢸ㸺ᒾ手県∧㸼データ 

・ᖹ成30ᖺᗘඣ❺生ᚐの生ά⩦័࢔ンࢣーࢺ 

・ᖹ成28ᖺᗘ≉定健デ・≉定保健ᣦᑟデータ 

     ・ᖹ成29ᖺᗘඣ❺生ᚐの生ά⩦័࢔ンࢣーࢺから生ά⩦័とᮅ食の関連について 

分野 研 修 ᴫ せ 
修஢者又は 

ཷㅮ者 

୍
定
の
研
修 

基
♏
⦅ 

期日：ᖹ成30ᖺ㸴᭶28日 
場所：環境保健研究センター 大会㆟ᐊ 
内ᐜ：ㅮ⩏及び₇⩦ 
「食生άに関する保健ᣦᑟ」、「定健デ・≉定保健ᣦᑟのᴫせ≉」ࠐ 

                      保健科学部職ဨ 
 、「脳血管⑌患の予防」、「のᴫᛕ࣒ローࢻンࢩࢡࢵリ࣎タ࣓」ࠐ
「た࢔・ࡇࡤルࢥールに関する保健ᣦᑟ」 

 ᒾ手医科大学 医学部 ᩍᤵ       ᆏ⏣ Ύ⨾ Ặ 
 「㌟体ά動・運動に関する保健ᣦᑟ」ࠐ 
      ≉定㠀Ⴀ฼ά動法人いࢃてNPO-NETサポーࢺ ⳥ụ ᗈ人 Ặ 

㸺ཷㅮ者㸼
   90ྡ  

ᢏ
⾡
⦅ 

期日：ᖹ成30ᖺ７᭶11日 
場所：環境保健研究センター 大会㆟ᐊ 
内ᐜ：ㅮ⩏及び₇⩦ 
 「ṑの健康に関する保健ᣦᑟ」、「行動ኚᐜに関する理ㄽ」ࠐ 

ᒾ手医科大学 ᩍ㣴ᩍ育センター ᩍᤵ ┦⃝ ᩥᜨ Ặ 
 保健科学部職ဨ           「保健ᣦᑟのᒎ開Ϩ・ϩ」ࠐ 

㸺ཷㅮ者㸼 

75ྡ  

 

 

 

 

計
⏬
・
ホ
౯
⦅ 

期日：ᖹ成30ᖺ㸶᭶７日 
場所：環境保健研究センター 大会㆟ᐊ 
内ᐜ：ㅮ⩏及び₇⩦ 
 「の進め方ࢢンࢩーࢯࢺウ࢔」ࠐ 

඲ᅜ健康保㝤協会ᒾ手ᨭ部      ༓ⴥ ᑠ㤶ᯞ Ặ 
       「定健デ・≉定保健ᣦᑟ事業の計⏬⟇定とホ౯≉」ࠐ

      ௝ྎⓑⓒྜዪ子大学 人㛫学部 ෸ᩍᤵ 㕥ᮌ ᑑ  ๎ Ặ 

㸺ཷㅮ者㸼 

67ྡ  
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(4) ᪂人保健ᖌ等研修会の実施 

   地域保健従事者の㈨質向ୖと⿕⅏者への健康ᨭ᥼ά動の෇⁥な推進に向けて、保健⚟♴部健康ᅜ保ㄢと

の協ാで、᪂人保健ᖌ等研修会をḟのとおり開催した。 

     㸺開催状況㸼  

研修  ྡ 対 象 開催日᫬ 会 場 ཧຍ者  ᩘ

᪂人保健ᖌᣦᑟ担当

者研修会 

᪂人保健ᖌᣦᑟ担当 

保健ᖌ等 

ᖹ成31ᖺ２᭶19日 

10:00㹼16:00 

盛岡地༊ྜྠᗇ⯋ 

㸶㝵大会㆟ᐊ 

35ྡ  

第１ᅇ᪂人保健ᖌ研

修会 

H30ᖺᗘ採用᪂人保健ᖌ

及び採用ᚋ3ᖺᮍ‶の᪂

௵期保健ᖌでᕼᮃする

者 

ᖹ成30ᖺ㸷᭶㸴日 

10:00㹼16:00 

ᒾ手県民会㤋４㝵 

第２会㆟ᐊ 

34ྡ  

第２ᅇ᪂人保健ᖌ研

修会 

ᖹ成30ᖺ11᭶15日 

10:00㹼16:00 

ᒾ手県民会㤋４㝵 

第１会㆟ᐊ 

45ྡ  

 

(5) 健康づくりに関するᬑ及啓発 

人口動ែ⤫計や健デ・生ά⩦័データの分析結果からᚓられたᒾ手県の健康ㄢ㢟について、「目でぢる

いࢃての健康状ែ」と㢟して、ࢃかりやすい㈨ᩱをస成し、࣍ー࣒࣌ージにᥖ㍕した。ᗈ報ㄅ「環保研⪺

㘓㹼I-RIEPジࣕーࢼル㹼」第15ྕに「データでぢるいࢃての健康状ែ－ዷ፬のႚ↮」、第17ྕに「データ

でぢるいࢃての健康状ែ－子ࡶ࡝たࡕのᮅ食のᦤ取状況」をᥖ㍕し情報発ಙを行った。 

 

 の௚ࡑ (6)

 ⏬等ඹྠ研究へཧ「研究ࢺー࣍ࢥᒾ手県໭地域」ᒾ手医科大学 ࢔

イ ᒾ手県⮬ẅ予防対⟇推進協㆟会（委ဨ） 

ウ ᒾ手県⿕⅏地健康ᨭ᥼事業運Ⴀ協㆟会出ᖍ（委ဨ） 

エ ᒾ手県ᅜ民健康保㝤団体連ྜ会保健事業ᨭ᥼・ホ౯委ဨ会出ᖍ（委ဨ） 

オ ࡶりおか健康21ࣉラン推進会㆟出ᖍ（委ဨ） 

 

 

ス
࢟
ル
࢔
䣹
ࣉ
研
修 

第
１
ᅇ 

期日：ᖹ成30ᖺ㸷᭶19日 
場所：環境保健研究センター 大会㆟ᐊ 
内ᐜ：ㅮ⩏及び₇⩦ 

 「㹼対象者がやるẼになる対ヰとは㹼ࢢンࢳーࢥ保健ᣦᑟにάかす」ࠐ

ᅜ❧がん研究センター中ኸ病㝔 

 ⥲ྜ内科・ṑ科・がんᩆ急科 科長 大  ʟ 健 Ặ 

㸺ཷㅮ者㸼
   50ྡ  

第
２
ᅇ 

期日：ᖹ成31ᖺ１᭶28日 
場所：環境保健研究センター 大会㆟ᐊ 
内ᐜ：情報提供、ㅮ⩏及び₇⩦ 
 保健科学部職ဨ     「ᒾ手県のᖹ成28ᖺᗘ≉定健デの状況」ࠐ

  
  「デ⋡向ୖに効果的なཷデ່ዡ㈨材のస成方法ཷ」ࠐ 

(ᰴ)ࣕ࢟ンサースࣕ࢟ン ࢯーࣕࢩル࣐ー࢕ࢸࢣンࢢ事業ᮏ部
⏣ᓥ ⓡ生 Ặ 

㸺ཷㅮ者㸼
   48ྡ  
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㸵 ⮫ᆅᐇ⩦ࠊ⮫ᗋ◊ಟ་◊ಟࣉࢵࢩ࣮ࣥࢱࣥ࢖ࠊᐇ⩦ࠊ᪋タぢ学➼ 

大学の⮫地実⩦及びインターンࣉࢵࢩ実⩦、医ᖌ及びṑ科医ᖌ⮫ᗋ研修医研修等にあࡏࢃて、感染症発生

動向調査事業、感染症及び食中毒対⟇、健康づくり業ົ等についてㄝ明、ᢏ⾡研修対応を行った。 

施 設 等 ᭶ 日 対象者・人  ᩘ

盛岡大学ᰤ㣴科学部 ⮫地実⩦ ᖹ成30ᖺ㸴᭶１日 学生等：60  ྡ

保健所ṑ科医ᖌ⮫ᗋ研修医研修 ᖹ成30ᖺ㸴᭶22日 

ᖹ成30ᖺ10᭶19日 

ᖹ成30ᖺ10᭶24日 

県ኸ保健所⮫ᗋ研修医等：㸴  ྡ

県ኸ保健所⮫ᗋ研修ṑ科医等：㸶  ྡ

盛岡市保健所⮫ᗋ研修ṑ科医：７  ྡ

食ရ⾨生関係業ົ᪂௵者等研修 ᖹ成30ᖺ７᭶13日 職ဨ11  ྡ

盛岡┳ㆤ医療大学ᰯබ⾗⾨生学実⩦ ᖹ成30ᖺ７᭶18日 学生等：39  ྡ

「ᒾ手県▱事部ᒁインターンࣉࢵࢩ実

⩦生ཷけ入れ実施せ㡿」に基づくイン

ターンࣉࢵࢩ実⩦ 

ᖹ成30ᖺ㸶᭶24日 ⋇医学生：㸷  ྡ          

 

 

㸶 ㄪ査◊✲ 

(1) ᒾ手県におけるᑠඣ呼吸器ウイルスの疫学に関する研究 

(2) 生食用カ࢟のノロウイルス୙ά໬に関する研究  

(3) 医療機関との連ᦠによる薬๣⪏性菌の解析 

㸷 ༠ຊ◊✲➼ 

(1) 食ရ⏤᮶感染症の病原体情報の解析及びඹ有໬ࢩス࣒ࢸのᵓ⠏に関する研究（分担研究） 

 (2) 環境水ポリオサー࣋イランスのᣢ⥆的な実施法に関する研究 

(3) ᅜ内ならびにࢢローࣂルサー࣋イランスのためのRSウイルス感染症に関する検査ࢩス࣒ࢸの開発研究 

(4) ウイルスを原因とする食ရ媒介性⑌患のไᚚに関する研究 

(5) 下⑩症ウイルス感染症の分子疫学および流行予測に関する研究 

(6) 病原微生物検査体ไの⥔ᣢ・ᙉ໬にᚲせな地方⾨生研究所における人材育成及び地域における⢭ᗘ管理

に関する協力体ไᵓ⠏に向けた研究 

(7) 環境中における薬๣⪏性菌および抗微生物๣の調査法等の☜❧のための研究 
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衛 生 科 学 部 

 

１ 平成30年度の動向 

  衛生科学部では、県が策定した「食品衛生監視指導計画」に基づく食品収去検査（理化学検査）、「医薬

品等一斉監視指導実施要領」に基づく医薬品収去検査及び水道水中の放射性物質検査等を行った。 

  また、食の安全安心の確保を目的に県産の「野生山菜」、「野生きのこ」の放射性物質について検査を実

施した。 

加えて、これらの日常検査業務に反映する分析方法の研究、県民に食の安全・安心を提供するための試験

検査等に取り組んだ。 

 

２ 行政検査 

食品、医薬品、水道水、野生山菜・きのこの他、盛岡市からの受託検査等を含む行政検査528件、17,080

項目の検査を実施した。 

(1) 食品収去検査 

ア 残留農薬検査 

国内産農産物及び輸入農産物計100検体について、延べ9,660項目の検査を行った。検査の結果、43検

体から述べ96農薬が検出されたが、基準を超過するものはなかった。 

国内産農産物のうち、畜産物20検体（牛肉6、鶏肉10、豚肉4）については、有機塩素系農薬3種類、

延べ60項目の検査を実施し、農薬は検出されなかった。 

イ 添加物検査 

着色料：加工食品等8検体について、合成着色料12種類（酸性タール系色素）の検査を行い、延べ96

項目の検査を行った。検査の結果、表示に違反するものはなかった。 

合成保存料：漬物、食肉製品等15検体について、合成保存料3種類の検査を行い、延べ45項目の検査

を行った。12検体から保存料が検出されたが、基準を超過するものはなかった。 

酸化防止剤：加工食品等７検体について、酸化防止剤（tert-ブチルヒドロキノン、TBHQ）の検査を

行い、いずれの検体からもTBHQは検出されなかった。 

甘味料：加工食品等10検体について、甘味料（サイクラミン酸）の検査を行い、いずれの検体からも

サイクラミン酸は検出されなかった。 

ウ 遺伝子組換え食品検査 

輸入とうもろこし加工食品4検体について、未審査組換え体であるBt10の定性試験を行った。検査の

結果、未審査組換え体Bt10は検出されなかった。 

エ アレルギー物質検査 

「そば」混入の可能性がある県内で製造された小麦粉食品（中華そば、うどん、ひやむぎ等）6検体

及び「小麦」混入の可能性がある県内で製造された米粉食品等4検体について検査した。検査の結果、

そばの陽性反応及び小麦の陽性反応は、いずれも検出されなかった。 

オ 畜水産食品中の残留動物用医薬品収去検査 

鶏卵9検体、県内産魚介類2検体、国内産魚介類1検体、輸入牛肉3検体、輸入豚肉3検体及び輸入魚介

類4検体の合計22検体について、合成抗菌剤及び抗生物質等を、延べ969項目で検査を実施した。 

検査の結果、基準を超過するものはなかった。 
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 放射性物質検査 ࢝

県内にὶ㏻する一⯡食品182検体、㣧料水8検体、ஙᗂඣ食品及び牛ங10検体の合計200検体について

放射性物質（ࢩࢭウ࣒）検査を実施した。検査の結果、放射性物質（ࢩࢭウ࣒）を3検体から検出した

が、基準を超過した検体はなかった。 

(2) 野生山菜・きのこの放射性物質検査 

  食の安全安心の確保を目的として、野生山菜・きのこについて、全県をᑐ㇟とした放射性物質にಀるࣔ

検査を実施した。野生山菜58検体、野生きのこ15検体の計73検体を検査した結果、放射性物質ࢢタࣜンࢽ

 。を12検体から検出したが、基準を超過した検体はなかった（࣒ウࢩࢭ）

(3) 医薬品等一斉監視指導収去検査 

医薬品等一斉監視指導実施要領に基づき、医薬品製造業⪅及び㈍኎業⪅にಀる 10検体の収去検査を行

った。検査の結果、医薬品製造業⪅の検体（2検体）は医薬品製造ᢎㄆで定める基準に合⮴した。 

(4) ↓ᢎㄆ↓チ可医薬品㈙ୖㄪ査 

  県内ὶ㏻する೺ᗣ食品等 4製品について、ᙉኊ成分、⑭㌟成分及び指定薬物成分の検査を実施し、ヱᙜ

する成分は検出されなかった。 

(5) 水道水の放射性物質検査 

県内㸲かᡤのୖ水道について、ᖺ㸲ᅇ16検体の放射性物質検査を実施し、放射性物質（ࢩࢭウ࣒・ࣚウ

素）は検出されなかった。 

(6) 受託検査 

盛岡市からの౫㢗にࡼり、残留農薬21検体、添加物13検体、遺伝子組換え食品㸯検体、アレルギー物質

2検体、残留動物用医薬品7検体の合計44検体、延べ2,890項目の検査を実施した。 

 

㸱 ஦௳஦ᨾ➼㛵㐃ศᯒ 

  理化学㛵㐃の食中ẘ、医薬品等の஦件஦ᨾにᑐ応するため、ᣢち㎸まれる検体等の分析を実施しているが、

௒ᖺᗘは、೺ᗣ食品のȘ-࣏ࣜ酸分析4検体、はちࡳつの᳜物性⮬↛ẘ分析1検体の計5件のᑐ応を行った。 

 

㸲 ㄪ査◊✲  

ᖹ成30ᖺᗘはḟのㄢ㢟を実施し、成果は学఍やሗ࿌఍等でཱྀ㢌等にࡼりⓎ表した。 

(1) 㯞⑷性㈅ẘに㛵する機ჾ分析法の研究 

(2) DNAᢳ出᫬にࡅ࠾る๓ฎ理ຠ果の検ウについて 

(3) 残留農薬分析法検ウ஦業（ཌ生ປാ┬ጤ託஦業） 
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環 境 科 学 部 

 

１ 平成30年度の動向 

環境科学部は、行政検査（公共用水域・地下水に係る常時監視、特定事業場等立入に係る水質検査、環境事

件事故対応、ダイオキシン類環境モニタリング事業）、環境調査（水生生物を指標とした河川水質マップ作成）

、前述に関連した研究並びに環境省及び国立研究開発法人国立環境研究所からの委託事業等を実施した。 

２ 行政検査 

(1) 公共用水域の常時監視 

   「平成30年度岩手県公共用水域水質測定計画」に基づき、河川の底質調査を実施するとともに、当所、盛岡

市及び国土交通省の機関（岩手河川国道事務所、北上川ダム統合管理事務所）が分析した県内の公共用水域の

水質及び底質の測定結果についてデータベースを作成した。 

 (2) 地下水質の常時監視 

   「平成30年度岩手県地下水質測定計画」に基づき、県内各市町村（盛岡市を除く）における概況調査、概況

調査で新たに汚染が確認された汚染井戸周辺地区調査及び従来から汚染が確認されている井戸の経年水質変化

監視のための継続監視調査を実施（162検体 1136項目）するとともに、盛岡市を含む各分析機関からのデータ

を集計した。 

(3) 特定事業場等の立入に係る水質検査 

振興局が水質汚濁防止法に基づき実施した事業場の立入検査において採水した排水について、重金属、ポリ

塩化ビフェニル、シアン化合物、フェノール類、ふっ素、ほう素、窒素、燐及び農薬等について分析した（24

2検体 622項目）。 

(4) 環境事件事故に関連した分析 

   魚類へい死、水質異常、地下水汚染、土壌汚染及び廃棄物不適正処理等の事件事故に関連した水質及び土壌

等の重金属及び農薬等を分析した。（39検体 2485項目） 

(5) ダイオキシン類環境モニタリング事業 

ダイオキシン類環境モニタリング事業として、一般環境４地点（二戸市、北上市、宮古市、大船渡市）及び

沿道１地点（一関市）並びに発生源周辺３地点（一関市、八幡平市、北上市）の計８地点において、環境大気

を年２回測定した。結果は全て環境基準値以下であった｡ 

３ 環境調査 

水生生物による水質調査結果に基づき県内全調査河川の水質マップを作成した。 

４ 受託事業 

(1) 化学物質環境実態調査 

環境省からの委託を受けて、分析法開発及び詳細環境調査並びにモニタリング調査を実施した。 

ア 分析法開発 

河川や海域の一般環境中における「チアベンダゾール、ピリメタニル、アゾキシストロビン」の濃度レベル

を測定するため、LC-MS/MSを用いた分析法の開発を実施した。 
イ 詳細環境調査 

花巻市内の河川水（豊沢川）について、初期環境調査としてアルベンダゾール及びその代謝物の濃度を測定

した。 
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࢘ モニタリング調査

ṧ␃ᛶ᭷機汚染物質（POPs）調査のために、ḟのࢧンプリング等を実施して経年監視している。

ձ 花巻市内の河川（豊沢川）の河川水及び底質

ղᒣ⏣‴のムࣛࢧキイ࢞イ及びアイࢼメ

ճ ⁪沢市ᕢᏊの大気（地⌫科学部ᢸ当）

(2) ᪥㡑共ྠ研究 
国立研究開発法人国立環境研究所からの委託を受けて、平成 30 年度 POPs及び関連物質等に関する᪥㡑共

ྠ研究を実施した。 

➨ 18回 POPs及び関連物質等に関する᪥㡑共ྠ研究シンポ࢘ࢪム（平成 31年２᭶ 19㹼20᪥、⚟岡県⚟岡

市）のᖍ上で、「環境ṧ␃་薬ရ等（PPCP㹱）の環境実態に関する共ྠ研究」の成果をሗ࿌した。 

㸳 ◊✲ 

(1) ᭷機フッ素化合物に関する研究（重点研究）

北஑ᕞ市立大学及び北海道立⥲合研究機ᵓ環境科学研究ࢭンター等5機関との共ྠ研究を実施した。

(2) PPCPs（Pharmaceutical and Personal Care Products）等化学物質県内実態調査（基♏研究）

ᮏ県が開発した分析法を用いて県内化学物質等実態調査を実施した。

(3) 化ᑂ法関連物質の排ฟ源及びື態のゎ᫂（基♏研究）

PFOS、PFOAのほか、PFPeA㹼PFDA、PFBS㹼PFHpSについても環境ޔߡߒ↪㧔P1%+5㧕೑࡯࡜ࡊࡦࠨࡉࠪ࠶ࡄ

水中の濃度をᢕᥱするࡇとがྍ⬟であるࡇとࡏ࡜ޔࠍ⹜㛎ߩ⚿ᨐࠄ߆᣿ߒߦ߆ࠄたޕ

(4) WET手法を用いた水環境調査のࢣーススタデ࢕（基♏研究）

国立研究開発法人国立環境研究所の➨ϩᆺ共ྠ研究として、国立環境研究所、宮ᇛ県ಖ೺環境ࢭンター等

地᪉環境研究所16機関、及びいであᰴᘧ఍♫と共ྠ研究を実施した。 

23



 

地 球 科 学 部 

 

１ 平成30年度の動向 

  地球科学部は、大気常時監視、新幹線鉄道等の騒音・振動調査、酸性雨調査及び環境放射能水準調査等の大

気環境の調査等及びイヌワシなど鳥類の保護、クマ・シカなど大型哺乳動物の保護管理、希少植物の保全等の

自然環境調査等に加えて地球温暖化防止に関する調査をおこなうとともに、それらに関連した研究を行った。 

２ 取扱件数 

  平成30年度における取扱件数は行政検査31,444件であった。 

  

３ 行政検査 

 (1) 大気の常時監視 

  ア 一般環境大気測定局 

    一般大気環境中の二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状物質、光化学オキシダント、非メタン炭化水素、

微小粒子状物質(PM2.5)等に係る環境基準等の達成状況を把握するため、県内12測定局において自動測定機

による常時監視を実施した。 

  イ 自動車排出ガス測定局 

    自動車の走行による大気汚染の監視・測定のため、都市部の幹線道路沿い１測定局において、自動測定

機により二酸化窒素、浮遊粒子状物質及び微小粒子状物質（PM2.5）の常時監視を実施した。 

    環境基準の達成状況は、一般環境大気測定局、自動車排出ガス測定局ともに全測定局で二酸化硫黄、二

酸化窒素、浮遊粒子状物質及び微小粒子状物質は環境基準を達成したが、光化学オキシダントは4測定局

が環境基準を超過した。 

ウ 微小粒子状物質の成分分析 

平成25年度から微小粒子状物質の成分分析を開始し、県内２地点で年４回（１日毎２週連続採取）検体

を採取し、炭素成分、各種イオン及び無機元素成分を測定した。構成成分比から、季節変動や広域汚染な

どの影響が認められた。 

  エ 有害大気汚染物質のモニタリング 

    有害大気汚染物質のモニタリングのため、県内７地点において、毎月ベンゼン等21物質（ただし、１地

点については14物質、３地点については11物質）の測定を行った。 

    調査結果は、環境基準が定められている物質については、全地点で基準以下であった。 

 (2) 酸性雨実態調査 

   酸性雨の降水成分の実態を把握するため、県内１地点において、ｐＨや各種イオンを測定した。 

   ｐＨ測定結果は降水量加重平均で5.13であり、過去10年間の変動の範囲内であった。 

 (3) 新幹線鉄道騒音振動調査 

   新幹線鉄道騒音環境基準及び新幹線鉄道振動対策の状況を把握するため、10地点において調査を行った。 

   調査の結果、２ヶ所（25ｍ地点）において騒音環境基準を超過しており、関係機関に対応を求めた。 

 (4) 航空機騒音調査 

   花巻空港の環境基準達成状況を把握するとともに､航空機騒音調査の地域指定の見直しの基礎資料を得る

ため、６地点の調査を行った。 

   測定は県南広域振興局花巻保健福祉環境センターで行い、当センターはデータのとりまとめ及び解析を担

当した。 
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    調査結果は、環境基準がタ定ࡉれている全地点で基準以下であった。 

(5) ≉定⢊ࢇࡌ調査 

   ᚑ᮶からᘓ⠏物のアスベスト㝖去సᴗ等における࿘㎶環境調査に加え、⿕⅏地におけるがれࡁ᧔去・ฎ理

等のసᴗにకう࿘㎶環境の調査を実施してࡁた。平成30年度に実⦼はなかった。 

 (6) 放射能関係測定検査 

   福ᓥ➨一ཎ子ຊⓎ㟁所の஦ᨾによる影響に関して、環境ヨ料や㣗ရなどの検査を行った。 

 

４ 自然環境保全調査等 

 (1) 指定希少㔝⏕動植物調査 

希少㔝⏕動植物保護᮲౛につ定する指定種について⏕⫱・⏕ᜥ状況を調査した。 

また、いࢃてࣞࢻࢵデータࢵࣈクにᥖ㍕ࡉれた希少㔝⏕動植物についても、その分ᕸや⏕⫱・⏕ᜥ状況

を調査した。 

 。らに、ὠἼ等による⿕⅏沿ᓊ地域の希少㔝⏕植物に係る影響調査を実施したࡉ

 (2) イヌワシ⏕ᜥ状況調査 

イヌワシの㐺ษな保護対策を実施するため、⦾Ṫ状況、行動ᅪ、⛣動分ᩓ、採㣵ሙ所ᩚഛのຠ果、㑇ఏ

ⓗከᵝ性等について調査した。 

 (3) ガンカモ類⏕ᜥ調査 

県内の鳥⋇保護ဨ等の༠ຊを得て、ࢃがᅜにおけるガン・カモ・ࣁクࣙࢳウ類の෤ᮇ⏕ᜥ状況を把握し､

㔝⏕⏕物保護行政の基礎資料を得るための全ᅜ一ᩧ調査にཧ加、とりまとめを行った。 

 ワグマᤕ⋓ಶ体調査ࣀキࢶ (4) 

⫶、ワグマについて、㱋査定、ᰤ㣴状態ࣀキࢶれたࡉ⋓有害ᤕ、ࡁワグマ保護管理ィ⏬ࠖに基࡙ࣀキࢶࠕ   

内ᐜ物、DNA等の解析を行った。 

(5) ニ࣍ンࢪカ植⏕（ࢧࢧ）調査 

 。の採㣗状況を調査したࢧࢧ、ࡁシカ保護管理ィ⏬ࠖに基࡙ࠕ

 (6) ニ࣍ンࢪカ⣅ሢᐦ度調査 

広範囲のᒣᯘを㋃査してシカの⣅ሢ数をカウントし、ᐦ度᥎定を実施し、ࡁシカ保護管理ィ⏬ࠖに基࡙ࠕ

た。 

 

㸳  ᐊຠᯝࢫ࢞᤼ฟ㔞᥎ィ 

  地球温暖化対策を᥎㐍するための基礎資料として、各種エࢠࣝࢿー⤫ィ資料等を⏝いて、県内の温ᐊຠ果ガ

ス排出量の᥎ィを行った。 

 

㸴 ཷクㄪ査 

 (1) 酸性雨モニタリング（植⏕）調査 

   環境┬からのጤクをཷけ、酸性雨による⏕態⣔࡬の影響の᪩ᮇ把握を┠ⓗとして、ඵᖭ平における植⏕調

査を行った。 

 (2) 環境放射能水準調査 

   ཎ子ຊつไጤဨ఍からのጤクをཷけ、定時降水の全ș線の測定を実施している࡯か、降下物、ୖ水、∵乳、

㔝⳯、⢭⡿、ᅵተ、ᾏ水、ᾏ⏘物、ᾏᗏᅵ、大気浮遊ሻについてȚ線᰾種分析を行った。 また、モニタリ

ング࣏ストによる空間線量⋡の連続測定(自動グ㘓、24時間連続毎日)を行った。 
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福ᓥ➨一ཎ子ຊⓎ㟁所の஦ᨾ直ᚋには、Ț線᰾種分析において஦ᨾ๓に検出ࡉれていなかった新たな᰾

種が検出ࡉれ、空間線量⋡もୖ᪼した。平成30年度には新たな᰾種が検出ࡉれࡎ、空間線量⋡も஦ᨾ以๓୪

のࣞベࣝで᥎⛣していた。 

 

㸵 ◊✲ㄢ㢟 

  ḟのㄢ㢟を研究し、成果を学఍等においてཱྀ㢌及びሗᩥにてⓎ⾲した。 

(1) 重せな⤯⁛༴᝹植物をᏑ続ࡏࡉるためのᢏ⾡開Ⓨに関する研究 

(2) イヌワシの⏕ᜥ数⥔ᣢにྥけた保全⏕態学ⓗ研究 

 の解࣒᫂ࢬの出ἐメカニ࡬ワグマのಶ体⩌動態とᑗ᮶ண測ᡭἲの開Ⓨならびにே㔛ࣀキࢶ (3)

(4) ウイࣝス፹௓性節㊊動物（ࣄトスࢪシマカ）の⏕ᜥに関する研究 

(5) 微小粒子状物質（PM2.5）のⓎ⏕※解᫂に関する研究 

(6) 酸性雨による環境影響の⥲ྜホ౯ 

(7) 新指ᶆを⏝いたᒾᡭ県内光化学オキシダント⃰度の㛗ᮇⓗホ౯ 

(8) ஬ⴥᒣ地域に⏕ᜥするニ࣍ンࢪカのಶ体数᥎定 
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検  査  部 

１ 平成30年度の動向 

検査部は、振興局(保健所)の事件事故処理及び通常監視のための行政検査、並びに県民からの依頼による飲

用水検査を実施した。 

また、腸管出血性大腸菌を効率的に検査するための研究や、振興局（保健所）に対する業務支援及び普及

啓発事業を併せて実施した。平成30年度は、6,667検体の29,005項目を検査した。 

２ 行政検査 

(1) 振興局(保健所)の事故事件処理のための行政検査 

ア 水質事故対応の検査 

土壌汚染事案に係る周辺地下水調査及び水質異常発生時の水質測定等32検体を検査した。 

イ 食中毒及び不良食品に係る検査 

食中毒が疑われた事件及び不良食品の原因究明のために166検体を検査した。 

ウ 細菌性感染症に係る検査 

医師から届出のあった感染症患者及び家族等接触者の糞便及び飲用水341検体を検査した。 

(2) 振興局(保健所)の通常監視のための行政検査 

ア 公共用水域に係る行政検査 

公共用水域水質測定計画等に基づき、河川150地点、湖沼２地点及び海域37地点等から採水した2,348検

体について、生活環境項目、健康項目及び要監視項目等について検査した。 

イ 地下水に係る検査 

地下水測定計画に基づき、概況調査、汚染井戸周辺地区調査及び継続監視調査において採水した98検体

について、環境基準項目及び要監視項目等について検査した。 

ウ 工場・事業場排水に係る検査 

振興局が採水した413検体について検査した。うち、82検体はVOC等の有害物質について検査した。 

エ 海水浴場調査 

県内の海水浴場(1万人/年利用)について、毎年海開きの前に水質調査を行い、遊泳に適した水質であ

ることを確認した。(7水浴場 9地点) 

オ 食品等の規格基準等検査 

食品監視計画に基づき収去された食品の規格基準等を検査した。その化学検査を42検体、細菌検査を

368検体検査した。 

３ 県民からの依頼による飲用水検査 

  保健所で受付けした飲用水について、簡易検査においては飲用水水質の基本となる11項目を検査し、一般

検査及び高度検査においては基本となる11項目に加えて消毒生成物等の23項目を検査した。 

平成30年度には、細菌検査を767検体及び化学検査777（一般検査の内数：細菌検査17、化学検査25）検体を

検査した。 

４ 調査研究 

糞便からの腸管出血性大腸菌（ＥＨＥＣ）検出法の検討：当所に依頼があった糞便検体のうちEHECが分離さ

れたものを対象に、選択分離培地での所見を中心に性状に関するデータを記録した。これにより血清型O111、

O103、O145のEHECについて菌株解析で得られた検査法に関する知見が糞便検体においても有効であることを確

認した。また、本研究において糞便検体の生理状態がEHECの分離に影響を与える可能性があることを示した。 
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健ᗣ᝟ሗㄪ査┘ 

１ 平成30年度の動向 

  当⤌⧊は、保健医療データの集計・分析機⬟の඘実をᅗる目的でᖹ成30ᖺᗘ᪂たに設置された⤌⧊である。

ṇ職ဨ1人（健康ᅜ保ㄢවົ）と㠀ᖖ໅職ဨ1人といった⤌⧊体ไで、ල体的業ົとしては保健医療データの分

析ス࢟ルの向ୖをᅗるためᅜ❧保健医療科学㝔研修における関連研修をཷㅮした࡯か、保健医療データ分析

のᵓ⠏に࣒ࢸスࢩデータࢢࢵࣅのᵓ⠏ᨭ᥼として県保健⚟♴部において検ウを進めている保健医療࣒ࢸスࢩ

関するඛ進事౛調査等を行い、結果を伝㐩するな࡝して取⤌ࡳをᚋᢲしした。なお、ྠࢩス࣒ࢸのᵓ⠏はᖹ

成30ᖺᗘに⟇定された᪂しい県民計⏬における「健ᖾࣉロジェࢺࢡ」の中心的事業として採ᢥされ、当センタ

ーはࡑの中でデータの分析ᣐ点に఩置௜けられた。ࡇの࡯か、保健科学部と連ᦠし≉定健デデータを用いた

データ分析を行った。 

 

２ 保健་⒪ࢱ࣮ࢹศᯒࣝ࢟ࢫの向  ୖ

  保健医療データの分析ス࢟ルの向ୖをᅗるため、ᅜ❧保健医療科学㝔におけるḟの研修をཷㅮした。 

（1）長期研修࠙ᑓ㛛ㄢ⛬Ϫࠚ保健医療データ分析ᑓᨷ科 

   ᖹ成30ᖺ7᭶2日㹼12᭶14日（ࡕ࠺集ྜ研修7᭶2日㹼7᭶20日及び12᭶14日） 

（2）࠙▷期研修ࠚ保健医療事業の⤒῭的ホ౯に関する研修 

   ᖹ成30ᖺ9᭶18日㹼9᭶20日 

（3）࠙▷期研修ࠚ地域保健ᨭ᥼のための保健情報ฎ理ᢏ⾡研修 

   ᖹ成30ᖺ11᭶26日㹼12᭶7日 

 

３ 保健་⒪ࢱ࣮ࢹศᯒ࣒ࢸࢫࢩのᵓ⠏ᨭ᥼ 

  保健⚟♴部健康ᅜ保ㄢにおいて取り⤌ࡴᮏ県∧保健医療ࢢࢵࣅデータࢩス࣒ࢸのᵓ⠏をᨭ᥼するため、ඛ

進事౛調査を実施した࡯か、医療ࢢࢵࣅデータά用セࢼ࣑ーにཧຍし情報収集を行った。 

(1) ⚟ᓥ県健康ቑ進ㄢ及び⚟ᓥ県❧医科大学健康ቑ進センターをどᐹ 

ᖹ成30ᖺ9᭶26日実施。⚟ᓥ県∧健康データ࣋ース（FDB）について、運Ⴀ体ไをはࡌめࢩス࣒ࢸのᵓ㐀や

データの収集・管理・ά用、さらには予⟬等について࢔ࣄリンࢢを行った。 

(2) 医療ࢢࢵࣅデータά用セࢼ࣑ーཧຍ 

ᖹ成30ᖺ8᭶3日大㜰市にて開催。民㛫௻業で開発した健デ・医療・介ㆤを⧅いࢢࢵࣅࡔデータの解析ࢶー

ルのᴫせ及びᗈᓥと⚟ᓥにおけるྠࢶールをά用したデータ分析事౛について情報をᚓた。 

 

㸲 ࢱ࣮ࢹのศᯒ࡜᝟ሗⓎಙ 

  保健科学部と連ᦠし、健康データウェࣁ࢔ウスに収㍕されている≉定健デデータを用いて、生ά⩦័の㐪

い（ႚ↮、運動、㣧㓇）と生ά⩦័病リスࢡ因子（血ᅽ㧗್、⬡質␗ᖖ、血⢾㧗್）との関連について分析

を行い、結果を健康ᅜ保ㄢ主催の≉定健デ・≉定保健ᣦᑟフ࢛ローࣉࢵ࢔事業の場で報࿌した。（ᖹ成30ᖺ11

᭶12日ஂឿ会場、11᭶13日ⰼᕳ会場、11᭶22日盛岡会場）また、ྠࢸࡌー࣐でど点をኚ࠼た分析を保健⚟♴環

境行ᨻセࢼ࣑ーにおいて発⾲した。（ᖹ成31ᖺ2᭶8日） 
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